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　ごあいさつ

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

６ ． ゴム・プラスチック製品のリサイクルを推進します。

   

  

代表取締役 宮澤　洋

2022年5月15日

　われわれ共同ゴムは、ゴムやプラスチック製品の取り扱いを通じて、人々の暮らしを支える仕
事の一翼を担ってまいりました。今後はその役割を続ける中で、環境経営にも取り組んでいき
たいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同ゴム株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　宮澤洋

環 境 経 営 方 針

制定日： 2021年9月7日

改定日：

　共同ゴム株式会社は、経営理念のビジョンに「自然環境を守り人々の暮らしと社会の発展に寄与
する」と掲げております。当社が主に取り扱うゴムやプラスチックという素材は現時点では環境に
とって決して優しいものではありませんが、その状況下でもリサイクル可能なものについては活動を
継続的に行ってきました。
　今後は世間の要求がさらに厳しくなると同時に、ゴム業界においても技術革新などでより環境に
配慮した製品が生み出されていくはずです。
　われわれ共同ゴムも、環境に優しい製品への切り替えを進めながら、常に継続的な改善を行って
いきます。そして持続可能な社会への貢献と自社企業の永続的発展を同時に追求していきます。
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

共同ゴム株式会社
代表取締役　　宮澤　洋

（２） 所在地
大阪本社 大阪府大阪市大正区三軒家東4-10-23
東京営業所 東京都江東区永代2-9-6

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役　 宮澤　洋 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊06-6552-3601

担当者 事務 宮澤　あい TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊06-6552-3601
　

（４） 事業内容
工業用ゴム・プラスチック製品・水密ゴムの販売

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 共同ゴム株式会社
対象事業所： 大阪本社

東京営業所
活動： 工業用ゴム・プラスチック製品・水密ゴムの販売

□事業や製品（商品）の紹介
＜主な事業＞
・工業用のゴム製品・樹脂製品の販売
・ダムや水門のゲートに使用される水密ゴム（止水ゴム）の販売

写真左上：実際のゲートに取り付けられた水密ゴム　写真右上：さまざまな形状の水密ゴム

リサイクルプラスチックを素材とする製品。写真左が角材、写真右はストッパー。

組 織 の 概 要

12

300,000
合計
13名
322㎡

2022年5月15日

1
12

東京営業所

310

大阪本社
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

環境委員会

大阪本社

単位

kg-CO₂

ｋｇ
ｋｇ
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO₂/kWh
※2021年度のデータは期初から期の途中まで
※関西電力の排出計数（調整後）2019年度の数値を使用

東京営業所

単位

kg-CO₂

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO₂/kWh
※2021年度のデータは期初から期の途中まで
※東京電力の排出計数（調整後）2019年度の数値を使用

全体

単位

kg-CO₂

ｋｇ
ｋｇ
㎥

上床　裕幸

272

780

二酸化炭素総排出量 18,338

宮澤洋

200

21,207

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量 190

水使用量

284

項　目 2022年

0.318

314 301 319

0.441

0.318

　一般廃棄物排出量 780 780 720

18,402

　一般廃棄物排出量

30

水使用量 283

210

2020年 2021年

0.318

18

廃棄物排出量

水使用量

2022年

二酸化炭素総排出量 19,833 21,156 22,659

項　目

2022年3月7日

2021年 2022年2020年

社長

上床　裕幸

宮澤あい

47

環境経営組織及び役割・責任・権限

主な環境負荷の実績

780 720

二酸化炭素総排出量 1,494 2,754 1,452

0.441 0.441

項　目 2020年 2021年

　産業廃棄物排出量 190 210 200

事務部 営業部 品質管理部 東京営業所

全従業員

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

5



□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

✕

✕

✕

〇

✕

2024年2023年基準値

96%

29

22,659

12,662

2020年 98%

16,618

一般廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計 19,436

96%

原単位 kWh/千円 0.014

自動車燃料による二酸化炭
素削減

273

kg-CO₂ 19,833

基準年度比 2020年

kg

kg-CO₂ 13,054

190

118%

電力による二酸化炭素削減
（大阪）

基準年度比

2022年

5,126

評
価

kg-CO₂

98%

　　　　　　　　　　  　　　　　年　度
　　項　目

2020年

（基準年) （目標） （実績）

87%

5,285

（目標）

5,073

（目標）

電力による二酸化炭素削減
（東京）

kg-CO₂ 1,494

基準年度比 2020年

原単位 kWh/千円 0.067

1,464

97%

5,179

610

98%

98%

200186

㎥

2020年

kg

105%基準年度比 2020年

基準年度比

19,238 19,039

97%

592

96%

184

12,532

0.065

97% 96%

182

96%

29

97%

0.013

1,449 1,434

97% 96%

1,452

278

2930

98% 127%

12,793

0.009 0.013

157%

96%

720598 586

96%

2020年

97%

98%

47

水道水の削減（東京営業所）

㎥

基準年度比

基準年度比

リサイクルプラスチックを使用
した製品の販売

廃プラ廃棄物の削減

275

97%

行動目標（次項による）

水道水の削減（大阪本社）

97%

272284

環境経営目標及びその実績

0.066 0.040 0.064

4,589

0.013

98%
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数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減（大阪）

取組紹介欄

2020年

2022年

電力による二酸化炭素削減（東京）

　 　
取組紹介欄

2020年

2022年

エアコンの温度設定を夏は28度、冬は20度としたことで、電力使
用量のさらなる削減ができた。目標値を大きくクリアすることができ
て安心したが、次年度はエアコン以外のところで削減を目指す。

1,263

　
・エアコンの温度設定（夏は28°、冬は20°）
・休み時間に部屋を消灯
・クールビスの推進

236 338 440215 257

909

・クールビスとウォームビズの推進 ○

達成状況

数値目標 ○
原単位目標 〇

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
○
△

214 242 346 367 325

取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇

1,128 994 1,351 1,655
8月 12月11月

1,747
5月 7月

・クールビスとウォームビズの推進

6月
1,078 1,296

原単位目標

達成状況

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

○

10月9月

・不要照明の消灯

1月

○
◎

・LEDへの切り替え ○

2月

〇

3月 4月

1,195

7月

・不要照明の消灯

6月 8月

970 1,551

9月 10月

・LEDへの切り替え

1,542

・エアコンの温度設定（夏は28°、冬は20°）
・休み時間に部屋を消灯
・クールビスの推進

削減目標値をわずかながらだがクリアすることができた。ほぼエア
コンの使用方法に左右されるので、さらに温度調節を心がけた
い。

906 1,107 

11月

1,541

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

281

1,195

5月

253282

1,071

242
327

290287
221

3月 4月

275 213 227
237 249

1,2481,392
1,541 1,398

12月 1月
316

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,303

2月

0

1,000

2,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力_大阪本社（kWh） 2020年 2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力_東京営業所（kWh） 2020年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

一般廃棄物の削減

○

取組紹介欄

2020年

2022年

廃プラ廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2022年

4月

567
539

・印刷物の削減
・裏紙の再利用
・社内システムのデジタル化によるペーパーレス化の推進

4月

・アイドリングストップ

・ペーパーレス化の推進

売上が増える分だけ紙の使用量が増えるような業務なだけに、今
後はペーパーレス化を思い切ってやっていく。

5月

✕

×

30 30 50

○

数値目標 ✕

5月

○

9月

570

40

6月 8月

　

7月

達成状況

60 6060

10 20 10

60 60

・効率的なルートで配送

659

7月
80 70

9月

2月

60

10

数値目標
・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

30
10

0 20 0

　

✕

20

10月 11月 4月
3010

・社内でのホースカット時の効率化による廃棄量の削減

6060 60

目標未達成。プラ製の販売量が大幅に増えているので、比例して
廃プラが増加している。今後は、塩ビホースのカットを自動カットを
購入して効率化をはかり、販売量当たりの廃棄量の削減について
取り組んでいきたい。

2月
30

0

60

0

50

12月 1月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月

6060

1030
40 30 0

20
20
30

50
1月 3月10月 11月

434667

1月

・エコドライブの徹底
・納品ルートの効率化
・エコカーの導入

494 408 391
10月 11月 12月

522
474

3月

540
467

5050 50 50 50
12月

・帳票見直しによる印刷物の削減
・裏紙の再利用 ○

・リサイクル製品を優先的購入する。

5月 6月

○

8月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

542

・分別の徹底 ○

達成状況

目標値を達成するどころか大幅に増えてしまった。コロナ禍からの
業務回復により営業担当者が外出する機会が増えたことが大きな
要因。ただ、これがコロナ前のスタンダードかと思われる。その中
で来期以降はどれだけ削減できるのかが課題。効率的な営業活
動でキロ数を減らしていきたい。

達成状況

632
473

701

9月
379

7月 8月6月

536 679 731

・エコカーへの切り替え

478

数値目標

○

430476

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月

0

200

400

600

800

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン_大阪・東京合算（L) 2020年 2022年

0

50

100

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物_大阪・東京合算（kg） 2020年 2022年

0

20

40

60

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月

廃プラ廃棄物（kg） 2020年 2022年
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水道水の削減（大阪本社）

取組紹介欄

2020年

2022年

水道水の削減（東京営業所）

取組紹介欄

2020年

2022年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取組紹介欄

2021年

2022年

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・リサイクル素材で製造したプラスチッ
ク製品の採用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・得意先への販促活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・様々なリサイクル製品の調査と試用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ホームページ上でのPR

・トイレの節水

0

リサイクルプラスチックを使用した製品の販売

　

達成状況

9月

✕

　

0

24 18

33 0

20

7月 8月
3 0 3 0 6

5月 6月

・持続可能な原材料の採用
・ロングセラー商品（製品）の開発（販売） ○
・有害性の少ない原材料の使用

○・トイレの節水

〇

達成状況

4

○
○

21

6月

　

7月

0

2月 3月 4月

○・節水シールの貼り付けとポスター掲示

8月

21 23 28
23 23

数値目標

3月

無駄な水の使用の削減に努めたことで節水を徹底できた。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

9月

1月

0
9

2

10月 11月 12月

5月

25 2225 23 22
22

0

数値目標

・トイレの節水

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2022年5月の漏水による大幅に使用量が増えたことで未達成と
なった。今後は漏水予防点検を行うようにする。

22

　

22

2月

28 23

10月

23

11月

・トイレの節水
・洗いものをする際の節水

25

○

今年度から取り扱いを開始したリサイクルプラスチックの販売量が
今年度もわずかながら増加した。相変わらずエコ商材を求められ
るのでさらに拡販したい。

0
3 3 0

○
達成状況

0
6 0 3

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2

2723 23

12月 1月 4月

4月

0 3,070 0 1,007 1,282 1,161 1,428 517 7,083 1,622 85 2,522

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2,483650 398 2,662 1,238 0 441 311 4,880 562 5,023 1,673

2月 3月

0

10

20

30

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥）_大阪本社 2020年 2022年

0

10

20

30

40

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥）_東京営業所 2020年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

リサイクルプラスチック販売量

2021年 2022年

9



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

家電リサイクル法 ルームエアコン、冷蔵庫、テレビの廃棄

□外部からの環境上の苦情・要望等
特になし

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境管理、品質管理　

代表者による全体の評価と見直し・指示

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

　エアコンの温度設定を一定にたもつことで電力消費量が変わることを実感した。一方で、コロナからの回
復もあって営業活動にともなうガソリン消費量が増えたことは仕方がないことだったと思う。
　われわれの仕事において、営業活動が活発化するのはいいことではあるが、今後はその中で極力、消
費量を減らす仕事をしたく考えている。具体的には、効率的な営業活動で走行距離を減らす、所有する社
用車の台数自体を減らす、などが考えられる。
　また削減活動に限界があるのならば、エコ商材の購買活動のほうに力を入れたい。昨年度から取り組む
リサイクルプラスチックの販売は着実な需要が見込めるようになってきた。リサイクルプラスチックは数十
年は耐久性があり、摩耗後にもう1度リサイクルすれば元通りに使用可能となる。そうしたエコ材料を今後
も見つけて、現在のゴムやプラスチックの材料からの代替をしていきたいと考えている。

消火器設置場所の確認、防火扉の場所の確認、避難経路の確認。

代表取締役/営業担当者6名/事務担当者2人

消防法（危険物）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

2023年5月15日

■実施状況の様子

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項

適用される法規制

社内がそこまで広くなく導線も単純なため、スムーズに確認を行うことができた。

2023/03/01 共同ゴム大阪本社

可燃物（プラスチック類）の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

廃棄物処理法

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練
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